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片
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に
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一
、
仮
名
資
料
の
句
読
点
研
究

（1）

文
章
を
書
記
す
る
際
、
そ
こ
に
打
た
れ
る
句
読
点
に
つ
い
て
は
、
古
く
か
ら
多
く
の
発
言
が
見
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
桂
庵
、
貝
原

（
2
）
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
（
4
）

益
軒
、
太
宰
春
台
、
桂
山
義
樹
等
の
発
言
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
又
、
明
治
以
降
は
、
政
府
の
文
教
施
策
の
一
環
と
し
て
、
種
々
の
句
読

（5）

法
の
案
が
、
世
に
示
さ
れ
て
い
る
。
更
に
近
年
、
国
語
学
の
問
題
と
し
て
、
句
読
点
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

管
見
に
入
っ
た
も
の
を
中
心
に
、
近
年
の
句
読
点
研
究
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
大
き
く
二
つ
の
傾
向
に
分
類
さ
れ
る
。

（6）

一
、
各
時
代
の
諸
文
献
に
見
ら
れ
る
句
読
点
の
実
態
と
、
そ
の
変
遷
の
跡
を
論
じ
た
も
の
。

一
、
国
語
問
題
の
一
つ
と
し
て
の
発
言
や
、
近
代
の
文
学
作
品
等
を
、
句
読
点
を
解
明
の
糸
口
と
し
て
、
諸
作
家
の
特
性
を
、
文
体
論
的

（7）

に
論
じ
た
り
、
心
理
学
的
に
論
じ
よ
う
と
し
た
も
の
。

特
に
、
右
の
前
者
の
諸
研
究
に
よ
っ
て
、
我
が
国
の
句
読
点
の
歴
史
が
解
明
さ
れ
て
来
た
。
た
だ
、
今
ま
で
主
に
研
究
さ
れ
て
来
た
資
料

中
世
仮
名
資
料
の
句
読
点
に
つ
い
て
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七
八

は
、
漢
文
の
訓
読
に
際
し
て
用
い
ら
れ
た
訓
点
の
一
つ
と
し
て
句
読
点
で
あ
っ
た
。
又
、
仮
名
資
料
に
於
け
る
句
読
点
研
究
も
、
室
町
時
代

以
降
、
特
に
江
戸
時
代
を
中
心
と
し
た
近
世
の
諸
資
料
が
主
で
あ
っ
た
。
仮
名
が
発
生
し
、
流
布
、
定
着
し
て
い
く
、
平
安
時
代
以
降
の
院

政
・
鎌
倉
・
南
北
朝
時
代
の
、
中
世
前
半
の
仮
名
資
料
に
見
ら
れ
る
句
読
点
研
究
は
、
未
開
拓
の
ま
ま
置
か
れ
て
来
た
の
が
現
情
で
あ
る
。

そ
し
て
、
以
下
の
小
林
芳
規
博
士
、
宇
野
義
方
氏
、
土
屋
信
一
氏
の
三
つ
の
発
言
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
現
段
階
で
の
句
読
点
研
究
の
到

達
点
は
、
今
後
の
研
究
の
進
展
に
待
た
れ
る
問
題
の
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

「
文
章
を
書
記
す
る
時
に
文
字
と
一
緒
に
施
す
符
号
と
し
て
用
い
る
句
読
点
は
、
伝
統
的
な
仮
名
文
で
は
普
通
行
わ
ず
、
室
町
末
期
の
キ
リ

シ
タ
ン
版
や
江
戸
時
代
の
オ
ラ
ン
ダ
翻
訳
書
に
見
ら
れ
、
江
戸
時
代
の
板
本
に
も
句
読
点
を
用
い
た
も
の
が
あ
る
が
、
現
行
の
方
式
と
は

異
な
っ
て
お
り
、
一
般
に
は
明
治
以
降
に
な
っ
て
か
ら
用
い
ら
れ
る
。
そ
れ
も
当
初
は
何
全
く
用
い
な
い
も
の
、
㈲
部
分
的
に
施
す
も
の
、

（8）

何
文
末
に
「
、
」
又
は
「
。
」
だ
け
を
施
す
も
の
な
ど
様
々
で
あ
っ
た
。
」
（
傍
線
筆
者
）

「
と
こ
ろ
で
、
漢
文
と
は
違
っ
て
、
和
文
の
方
は
、
古
く
は
句
読
点
を
打
た
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
古
写
本
や
、

そ
の
写
真
版
な
ど
を
見

て
も
、
そ
の
こ
と
は
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
初
動
刊
旬
詞
剖
到
印
可
呵
叫
利
一
尋
可
動
男
1
d
a
盟
可
動
到
烈
叫
つ
い

（9）

て
は
、
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
目
に
つ
い
た
も
の
を
い
く
つ
か
、
次
に
挙
げ
て
み
よ
う
。
」
（
傍
線
筆
者
）

「
測
対
訓
諷
対
判
到
旧
恩
利
剣
可
っ
矧
詞
割
判
均
叫
割
引
吋
嘲
叫
旬
刊
剖
柑
剥
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
や
近
代
の
翻
訳
文
を
通
じ
て
、
欧
米
の
句

読
法
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
き
た
か
の
実
証
的
研
究
が
期
待
さ
れ
る
。
長
く
句
読
点
が
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
漢
字
仮
名
交

（10）

り
文
で
は
漢
字
が
読
点
の
役
目
を
果
し
て
い
る
面
も
あ
る
た
め
で
、
漢
字
仮
名
の
使
い
分
け
と
の
関
連
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

（
傍
線
筆
者
）

右
の
傍
線
を
引
い
た
中
で
、
特
に

「
句
読
点
は
、
伝
統
的
な
仮
名
文
で
は
地
引
週
行
わ
ず
」

「
和
文
の
方
は
刊
麟
句
読
点
を
打
た
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
」



は
、
今
後
の
資
料
調
査
に
そ
の
解
明
が
、
待
た
れ
る
所
が
大
き
い
。

次
章
で
見
る
如
く
、
確
か
に
仮
名
資
料
全
体
の
中
か
ら
見
る
と
、
句
読
点
が
見
ら
れ
る
文
献
の
数
は
、
少
い
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、

皆
無
で
は
な
い
。
少
な
い
な
が
ら
も
中
世
前
半
の
句
読
点
が
差
さ
れ
て
い
る
仮
名
文
献
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
如
何
な
る
場
合
に
、

如
何
な
る
目
的
と
方
法
で
、
句
読
点
は
差
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て
行
こ
う
。

】御凸

筆
者
は
、
鎌
倉
時
代
語
研
究
の
一
環
と
し
て
、
右
の
問
題
を
解
明
す
べ
く
、
句
読
点
が
差
さ
れ
て
い
る
文
献
に
つ
い
て
、
少
し
の
口
頭
発
表
を

行
っ
て
来
た
。
本
稿
は
、
そ
の
中
の
、
左
記
に
題
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
報
告
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（12）

「
高
山
寺
経
蔵
片
仮
名
交
り
文
に
見
ら
れ
る
句
切
り
点
に
つ
い
て
」

二
、
高
山
寺
蔵
本
の
句
読
点

（13）

洛
西
梅
尾
高
山
寺
経
蔵
は
、
約
一
万
一
千
五
百
点
を
数
え
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
高
山
寺
経
蔵
の
全
体
像
は
、
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査

団
編
の
目
録
四
巻
と
、
そ
の
索
引
と
か
ら
伺
う
こ
と
が
出
来
る
が
、
更
に
詳
し
く
は
、
左
記
の
論
考
に
よ
っ
て
、
経
蔵
の
特
質
を
知
る
こ
と

が
出
来
る
。

築
島
　
裕
「
高
山
寺
経
蔵
古
訓
点
本
の
調
査
研
究
　
－
　
古
訓
点
研
究
の
方
法
に
つ
い
て
の
一
試
論
　
－
　
（
「
国
語
学
」
興
昭
和
5
2
年
6
月
）

同
　
　
　
「
高
山
寺
経
蔵
の
平
安
時
代
の
典
籍
に
つ
い
て
」
（
高
山
寺
資
料
叢
書
別
巻
『
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、

昭
和
5
5
年
1
2
月
）

小
林
芳
規
「
高
山
寺
経
蔵
の
鎌
倉
時
代
の
典
籍
に
つ
い
て
」
（
同
右
）

奥
田
　
勲
「
高
山
寺
経
蔵
の
室
町
・
江
戸
時
代
の
典
籍
に
つ
い
て
　
（
同
右
）

（14）

こ
の
、
「
中
心
を
成
す
の
は
、
平
安
後
半
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
至
る
古
写
本
類
で
あ
り
、
内
容
は
大
部
分
が
仏
教
関
係
聖
教
類
で
あ
る
」
経
蔵

中
の
、
仮
名
資
料
に
つ
い
て
、
特
に
片
仮
名
交
り
文
に
つ
い
て
、
以
下
、
句
読
点
の
見
ら
れ
る
文
献
を
報
告
し
て
行
く
。

中
世
仮
名
資
料
の
句
読
点
に
つ
い
て
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計

平院鎌両室江
時

代

安
時
代

政

期

倉
時
代

北
朝
期

町
時
代

戸
時
代

写写写写写写

3932 43811600616407934

仮
名
交
り
文
書

27 0290016

句
読
点
本

3 003000

山
外
本

句
読
点
本

八
〇

小
林
芳
規
編
「
高
山
寺
経
蔵
片
仮
名
交
り
文
書
目
録
」
　
（
昭
和
5
7
年
度
文
部
省

科
学
研
究
費
（
総
合
研
究
紬
）
「
高
山
寺
所
蔵
の
典
籍
文
書
の
研
究
並
に
『
高

山
寺
資
料
草
書
』
　
の
編
纂
」
研
究
報
告
論
集
、
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査

団
編
、
昭
和
5
8
年
2
月
）

（15）

に
よ
っ
て
、
片
仮
名
交
り
文
書
の
リ
ス
ト
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
る

（16）

と
、
各
時
代
の
片
仮
名
交
り
文
書
の
数
は
、
以
下
の
通
り
と
な
る
。
更
に
、
現

在
ま
で
に
調
査
の
機
会
を
得
て
、
拝
見
し
た
句
読
点
を
含
む
文
献
の
数
を
合
せ

て
掲
げ
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
表
か
ら
伺
わ
れ
る
多
量
の
鎌
倉
時
代
の
仮
名
文
献
の
数
は
、
「
高
山
寺
に

お
け
る
教
学
活
動
が
、
明
恵
上
人
と
そ
の
弟
子
達
を
中
心
と
し
て
、
鎌
倉
時
代

（17）

に
盛
行
し
た
と
い
う
、
高
山
寺
の
歴
史
か
ら
見
て
、
当
然
」
と
言
え
る
も
の
で

あ
り
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
n
点
の
句
読
点
資
料
も
、
従
来
の
研
究
で
十
分
に

明
ら
か
に
し
得
な
か
っ
た
、
初
期
の
句
読
点
の
様
相
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
点

で
、
非
常
に
貴
重
な
も
の
と
言
え
よ
う
。

院
政
期
の
句
読
点
資
料
　
（
句
読
点
例
は
抄
出
。
漢
字
、
仮
名
も
現
行
の
字
体
に
直
す
。
／
印
は
改
行
を
示
す
。
）

1
　
念
諦
次
第
　
（
高
山
寺
聖
教
類
第
二
部
2
2
5
号
）
　
一
巻
、

天
養
元
年
（
二
四
四
）
書
写
、
片
仮
名
交
り
文
を
含
む
、
失
点
（
句
切
点
、
声
点
、
院
政
期
）
、
墨
点
（
仮
名
、
声
点
、
院
政
期
）

（
奥
書
）
　
天
養
元
年
十
一
月
七
日
於
稲
荷
下
宮
受
／
師
説
軍
法
枕
絹
衣
一
領
也
／
沙
弥
経
俊
本



軟
・

〇
合
掌
シ
テ
・
ヒ
ト
サ
シ
ノ
。
以
中
指
・
カ
ラ
ミ
カ
ク
セ
・
（
6
5
行
）

○
範
㌘
？
、
＼
テ
．
ク
ス
シ
中
指
ヲ
カ
ゝ
メ
テ
，
ヲ
ゝ
ユ
ヒ
ヲ
ニ
キ
リ
コ
メ
テ
，
以
子
フ
タ
ツ
ヲ
サ
シ
ア
ハ
セ
テ
・
ユ
ル
カ
セ
・

三
度
（
7
1
～
7
2
行
）

○
左
右
小
指
ヒ
ト
サ
シ
ヲ
合
テ
・
ク
ス
シ
中
指
ヲ
ゝ
リ
カ
ゝ
メ
テ
・
フ
タ
ツ
ノ
大
指
こ
テ
・
オ
ス
ナ
リ
　
（
用
～
撮
行
）

○
次
　
燈
明
印
　
右
手
作
拳
大
指
こ
キ
リ
コ
メ
ヨ
・
ヒ
ト
サ
シ
ヲ
立
動
三
度
　
（
1
1
5
～
1
1
6
行
）

尚
、
こ
の
『
念
詞
次
第
』
は
、
大
半
が
漢
文
の
箇
所
で
あ
り
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
句
読
点
は
左
記
の
如
く
で
あ
る
。
句
点
と
読
点
と
に
あ

た
る
も
の
は
二
つ
と
も
、
行
の
真
申
の
位
置
に
差
さ
れ
て
い
る
。

ネ

テ

　

ハ

ク

重
　
願
　
・
本
尊
聖
者
・
四
大
菩
薩
・
請
書
属
等
・
各

地
令
成
就
円
満
給
・
（
6
1
～
6
2
行
）

ノ

シ

テ

　

　

　

　

　

　

シ

テ

　

タ

ン

　

　

ヲ

　

　

ク

　

ノ

還
二
　
念
三
本
誓
：
照
二
　
身
子
再
誠
之
志
一
・
如
　
願
・
売
遍
悉

2
　
諸
発
願
等
井
兇
願
等
　
（
第
四
部
八
七
画
第
6
9
号
）
一
帖

院
政
期
写
、
片
仮
名
交
り
文
を
含
む
、
朱
点
（
片
仮
名
交
り
文
の
み
に
声
点
を
附
す
、
句
切
点
）

（
1
5
丁
オ
2
）

345670
0

ツ
ミ
ノ
フ
カ
キ
コ
ト
ヲ
オ
モ
へ
ハ
・
大
海

で

タ
ト
ヰ
ニ
ア
ラ
ネ
ト
モ
ミ
チ
ノ
仏
内

ヒ
カ
リ
ヲ
ヤ
バ
ラ
ケ
給
へ
ハ
・
ツ
ユ
ハ

（
、
ド
陀
ケ
チ
）

カ
カ
リ
モ
残
ヌ
モ
ノ
ナ
リ
ケ
リ

ト
カ
ノ
ツ
モ
レ
ル
コ
ト
ヲ
云
ハ

須
弥
又
タ
ト
ヒ
ニ
ア
ラ
ネ
ト
モ

ヤ
マ
吹
風
ヒ
ト
タ
ヒ
吹
ケ
ハ

中
世
仮
名
資
料
の
句
読
点
に
つ
い
て
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9

　

　

チ

リ

ハ

カ

リ

ト

主

マ

ラ

メ

（
1
5
丁
ウ
1
）
　
タ
フ
ト
カ
リ
ケ
リ

本
文
献
は
、
最
末
尾
二
帖
に
、
こ
の
様
な
呪
願
文
が
附
載
さ
れ
て
お
り
（
声
点
は
省
く
）
、
そ
の
二
箇
所
に
、
読
点
に
あ
た
る
も
の
が
行
の

真
申
の
位
置
に
差
さ
れ
て
い
る
。
漢
文
の
箇
所
は
無
点
で
あ
る
。

鎌
倉
時
代
の
句
読
点
資
料

3
　
神
供
作
法
　
（
第
四
部
八
七
由
第
2
号
畑
）
一
巻

鎌
倉
時
代
延
応
二
年
（
一
二
四
〇
）
写
、
仁
真
筆
、
片
仮
名
交
り
文
を
含
む
、
朱
点
（
句
切
点
、
声
点
、
鎌
倉
中
期
）

（
奥
書
）
本
記
云
／
上
覚
房
上
人
奉
伝
泉
州
阿
閣
梨
御
房
源
－
／
御
口
伝
也
貞
永
元
年
四
月
廿
三
日
書
之
／
求
法
沙
門
定
真
／
延
応

二
年
七
月
十
三
日
伝
書
之
　
仁
真
之

○
口
云
以
右
手
．
十
二
本
ノ
幣
ノ
内
一
度
二
二
本
ッ
ご
塀
テ
．
丑
寅
辰
巳
未
申
戊
亥
二
柱
ヲ
マ
タ
ケ
テ
左
右
二
立
之
．
又
内
ノ
左
右
二
二
本

ッ
、
立
之
．
都
合
十
二
本
也
．
（
4
～
7
行
）

チ
ツ

○
右
ノ
五
指
ヲ
ノ
ヘ
テ
・
中
指
大
指
ヲ
捻

シ
テ
・
頭
指
ヲ
モ
テ
三
度
召
笠
真
言
日
（
坤
～
卸
行
）

○
何
箇
日
之
間
・
護
「
ノ
行
法
ヲ
令
修
一
然
則
十
二
天
等
各
還
念
悲
願
一
此
壇
場
二
来
臨
影
向
シ
テ
．
所
設
ノ
妙
供
ヲ
哀
懸
納
受
テ
．
行
法

之
間
無
障
．
某
二
世
ノ
悉
地
ヲ
令
成
就
．
給
へ
．

（
2
4
～
2
8
行
）

本
文
献
は
、
そ
の
奥
書
か
ら
定
真
の
書
写
本
を
仁
美
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
句
読
点
は
、
漢
文
の
句
読
点
と
同
様
に

読
点
が
真
申
、
句
点
が
右
寄
せ
で
差
さ
れ
て
い
る
。
又
、
助
字
を
主
と
し
た
片
仮
名
の
小
字
書
に
従
っ
て
、
読
点
で
あ
っ
て
も
右
寄
せ
で
差

さ
れ
て
も
い
る
。



4
　
順
逆
加
持
作
法
　
　
（
第
H
部
2
2
1
号
）
一
巻

鎌
倉
時
代
仁
治
元
年
（
三
四
〇
）
写
、
定
真
筆
、
片
仮
名
交
り
文
を
含
む
、
朱
点
（
句
切
点
、
反
点
）

（
奥
書
）
仁
治
元
年
十
月
之
比
依
或
人
之
御
不
審
記
之
／
定
真
宗
璧
十
七

〇
護
身
法
華
覆
塗
香
蓋
．
ヲ
次
取
念
珠
．
ヲ
之
援
取
潅
水
蓋
．
ヲ
結
三
古
印
．
ヲ
富
水
器
．
。
次
軍
茶
利
ノ
小
心
真
言
．
ヲ
加
持
雪
配
反
．
左
持

数
．
記
之
．
次
・
・
て
字
加
持
型
誓
逆
次
・
・
可
字
加
持
酎
鮎
．
其
後
器
ノ
バ
タ
こ
四
五
席
叩
之
．
混
之
．
有
二
説
．
先
自
身
次
壇
上
供
具
次
壇
場

内
外
・
先
従
東
北
角
．
起
首
．
云
≧
　
（
2
5
～
3
0
行
）

本
文
献
は
、
大
半
が
漢
文
で
あ
り
、
右
に
示
し
た
箇
所
に
、
片
仮
名
交
り
文
を
含
ん
だ
も
の
が
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
漢
文
の
句
読
点

と
同
様
で
あ
り
、
左
傍
は
返
点
、
右
寄
せ
は
句
点
、
真
申
は
読
点
を
示
し
て
い
る
。

5
　
東
寺
長
者
人
作
法
醍
醐

（
第
二
部
別
号
）
一
巻

北
斗
祭
文
次
第
事

［
東
寺
長
者
人
作
法
醍
醐
］

鎌
倉
中
期
写
、
仁
真
筆
、
片
仮
名
変
り
文
を
含
む
、
朱
点
（
ヲ
コ
ト
点
・
東
大
寺
三
論
宗
点
、
鎌
倉
中
期
）

（
本
奥
書
）
醍
醐
権
僧
正
勝
覚
伝
賢
覚
法
眼
記
之

（
奥
書
）
　
仁
治
三
年
六
月
十
七
日
奉
伝
之
　
仁
真

○
息
災
西
壁
二
付
テ
北
二
向
也
・
益
西
北
壁
二
近
塗
之
壇
東
切
懸
タ
リ
．
但
伴
僧
参
道
也
・
佃
壇
後
許
ハ
切
懸
ヲ
立
也
．

〇
例
御
衣
・
初
夜
・
後
夜
・
二
時
加
持
之
御
衣
加
持
後
別
発
願
・
五
大
願
シ
テ
加
持
香
水
也
．
白
桶
二
人
テ
布
ヲ
モ
テ
結
之

（
3
4
～
3
6
行
）

（
2
9
～
3
1
行
）

仁
真
筆
で
、
二
着
の
中
に
は
二
点
の
そ
れ
ぞ
れ
別
の
文
献
が
合
綴
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
東
寺
長
者
人
作
法
醍
醐
」
は
、
大
半
が
漢
文
の
箇

所
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
東
大
寺
三
論
宗
点
の
ヲ
コ
ト
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
部
分
的
に
、
片
仮
名
交
り
文
が
含
ま
れ
て
お
り
、

中
世
仮
名
資
料
の
句
読
点
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

漢
文
の
句
読
点
と
同
じ
、
右
寄
り
が
句
点
、
真
申
が
読
点
を
示
し
て
い
る
。

［
北
斗
祭
文
次
第
事
］

鎌
倉
時
代
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
写
、
仁
真
筆
、
片
仮
名
交
り
文
を
含
む
、
朱
点
（
仮
名
、
句
切
点
、
鎌
倉
中
期
）

（
奥
書
）
寛
元
主
季
八
月
十
日
伝
書
畢
　
仁
真
之

タ
テ

○
礼
盤
行
者
居
之
修
之
．
修
行
巳
前
二
礼
盤
之
外
列
壇
前
敷
／
半
畳
行
者
立
半
畳
之
上
以
幣
向
北
方
拝
壇
此
方
置
／
之
．
如
是
七
度
拝

°

也
．
是
供
七
星
也
．
幣
ノ
紙
二
ハ
上
品
緻
一
帖
／
用
之
凡
七
星
斯
幣
七
也
．
故
紙
七
帖
用
之
．
幣
ク
シ
ノ
長
ハ
／
六
七
尺
ニ
シ
テ
極
長
シ
テ
付
之

°

．
壇
ノ
外
二
大
幕
引
之
．
惣
／
行
面
二
間
許
ツ
ゝ
方
二
引
之
也
．
毎
月
七
日
廿
二
日
行
之
此
日
此
下
故
也
．
（
1
6
～
2
2
行
）

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

本
文
献
は
、
最
初
か
ら
こ
の
2
2
行
ま
で
に
句
読
点
が
見
ら
れ
、
こ
の
後
の
行
数
に
は
見
ら
れ
な
い
。
大
半
の
部
分
を
示
め
る
漢
文
に
差
点

さ
れ
た
も
の
と
同
じ
句
読
点
を
示
し
て
い
る
。
但
し
、
こ
こ
で
見
ら
れ
る
の
は
、
右
寄
り
に
差
さ
れ
た
句
点
の
み
で
、
左
寄
り
に
見
ら
れ
る

返
点
以
外
に
は
、
本
文
献
中
に
読
点
に
当
た
る
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。

6
龍
供
作
法
（
第
H
部
諏
号
）
一
巻

鎌
倉
中
期
写
、
仁
真
筆
カ
、
片
仮
名
交
り
文
を
含
む
、
朱
点
（
句
切
点
、
返
点
、
鎌
倉
中
期
）

（
本
奥
書
）
於
今
次
第
者
先
徳
未
記
委
細
而
先
師
僧
正
此
勤
修
／
時
愚
身
勤
此
役
佃
巨
細
伝
受
之
間
書
記
之
也
不
可
披
露
／
権
大
僧

都
栄
然
／
寛
元
五
年
正
月
廿
七
日
任
僧
都
御
房
／
御
教
訓
草
之
定
真
拭
老
眼
清
書
之
／
可
哀
之
千
時
七
十
四

（
別
筆
）
正
応
五
年
（
一
二
九
三
）
九
月
十
五
日
奉
伝
受
之
増
真

○
於
関
伽
井
向
北
方
．
修
之
．
以
関
伽
井
龍
穴
ト
／
習
故
也
．
若
備
舎
利
ヲ
入
ル
二
幸
ア
ラ
バ
／
以
関
伽
井
龍
穴
ト
習
之
時
ハ
可
入
関

伽
／
井
也
大
僧
都
御
房
成
尊
以
関
伽
井
／
令
修
龍
供
給
之
由
・
古
キ
正
伝
。
見
タ
リ
／
自
身
五
日
l

夜
至
干
第
七
月
二
夜
修
之
．
云
云
（
7
～
1
2



行
）

本
文
献
も
、
大
半
の
漢
文
の
中
に
、
片
仮
名
交
り
文
を
含
ん
だ
箇
所
が
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
漢
文
に
差
点
さ
れ
た
も
の
と
同
様
、
句

点
は
右
寄
せ
、
読
点
は
真
申
に
差
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
筆
致
等
か
ら
仁
真
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
が
、
そ
の
奥
書
等
に
よ
る
確
証
は
な

ヽ

一

〇

、
．
∨

7
　
北
斗
祭
文
次
第
。
伝
　
（
第
四
部
一
二
四
由
第
1
3
号
佃
）
　
一
通

鎌
倉
中
期
写
、
片
仮
名
交
り
文
を
含
む
、
朱
点
（
仮
名
、
句
切
点
、
返
点
、
鎌
倉
中
期
）
、
墨
点
（
仮
名
、
声
点
、
鎌
倉
中
期
）

○
小
野
流
二
ハ
一
切
星
供
者
以
祭
文
次
第
行
之
．
件
祭
文
次
第
／
者
小
野
僧
正
仁
海
為
権
僧
正
霞
之
誕
生
之
時
為
彼
ノ
所
／
作
此
次
第
自
°

行
星
供
．
ヲ
給
云
〝
（
オ
3
～
5
行
）

タ
テ

○
立
半
畳
之
上
以
幣
／
向
北
方
拝
壇
此
方
置
之
．
如
是
七
度
拝
也
．
是
供
七
／
星
也
．
幣
ノ
紙
ニ
ハ
上
品
紙
一
帖
用
之
凡
七
星
斯
／
幣
七

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

也
・
故
紙
七
帖
用
之
・
幣
ク
シ
ノ
長
ハ
六
七
／
人
ニ
シ
テ
極
長
シ
テ
付
之
．
壇
ノ
外
大
幕
引
之
／
惣
行
面
二
間
許
ツ
ー
方
二
引
之
也
．
毎
日
七

日
．
廿
二
日
／
行
之
此
日
北
斗
印
故
也
．
（
ウ
2
～
8
）

本
文
献
も
大
半
の
部
分
を
し
め
る
漢
文
に
差
点
さ
れ
た
も
の
と
同
じ
句
読
点
が
見
ら
れ
る
。
但
し
読
点
に
あ
た
る
も
の
は
な
く
、
右
寄
せ

の
句
点
と
、
左
傍
の
返
点
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

8
　
聖
天
法
次
第
残
簡
　
（
第
四
部
一
四
六
函
第
6
号
）
一
巻

鎌
倉
中
期
写
、
片
仮
名
交
り
文
を
含
む
、
朱
点
（
声
点
、
句
切
点
、
鎌
倉
中
期
）
、
墨
点
（
仮
名
、
鎌
倉
中
期
）

ケ

○
油
ハ
只
例
人
ア
ム
ル
湯
ノ
ア
ツ
サ
許
也
・
但
浴
油
ノ
時
マ
テ
／
ア
レ
パ
ス
コ
シ
ヌ
ル
L
パ
オ
シ
バ
回
り
又
只
塵
許
ア
ッ
ク
ア
タ
ゝ
ム
ル

ナ
リ
云
己

中
世
仮
名
資
料
の
句
読
点
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

。
浴
油
ノ
後
手
・
供
音
盤
］
ヲ
即
天
ヲ
従
壇
テ
寓
紙
ヲ
／
奉
テ
覆
．
後
備
眼
等
念
諦
如
常
・

ヲ

ヽ

ヒ

○
発
遣
時
こ
油
ノ
タ
ラ
ノ
中
ヨ
リ
取
出
シ
奉
テ
タ
ラ
ノ
／
オ
ク
ノ
本
座
こ
奉
居
也
・
云
ミ
礼
境
ナ
ン
ト
ヲ
居
テ
其
／
上
二
奉
居
齢
配
ハ
七

°

ケ
日
ナ
ト
日
来
如
此
毎
日
二
二
時
／
奉
供
テ
七
ケ
日
之
後
浄
器
二
沸
湯
ヲ
奉
浴
以

°

本
文
献
は
、
右
寄
せ
で
句
点
、
真
申
で
読
点
を
示
す
句
読
点
が
見
ら
れ
る
。
但
し
、
片
仮
名
交
り
文
の
箇
所
に
於
て
も
、
仮
名
の
部
分
に

は
句
読
点
が
見
ら
れ
ず
、
漢
字
の
部
分
に
集
中
し
て
差
さ
れ
て
い
る
。

9
　
受
法
用
心
集
　
（
第
四
部
1
8
6
函
第
1
4
号
川
）
一
帖

鎌
倉
時
代
正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
写
、
定
遍
筆
、
片
仮
名
交
り
文
、
束
点
（
仮
名
、
句
切
点
、
鎌
倉
後
期
）

（
本
奥
書
）
　
弘
安
四
季
訂
後
七
月
廿
日
於
高
野
／
山
金
剛
院
以
或
大
本
書
写
了
／
備
子
恵
海

（
奥
書
）
　
　
正
和
二
季
二
月
比
書
写
了
／
弟
子
定
遍
・

ハ
ウ

○
宗
ノ
三
宝
成
リ
ウ
シ
ナ
フ
テ
・
悪
／
魔
タ
ヨ
リ
ヲ
エ
・
国
土
ノ
人
民
法
ヲ
／
傍
シ
テ
・
自
業
ノ
感
果
身
ヲ
セ
ム
ル
故
也
・
／
又
鼓
城
寺

シ
ユ

ト
云
寺
こ
・
嵩
／
法
師
ト
イ
フ
人
ア
リ
ケ
リ
・
彿
ノ
御
／
智
恵
モ
ナ
ヲ
・
無
常
ヲ
マ
メ
カ
レ
ス
ト
・
　
（
5
2
ウ
1
4
～
5
3
オ
2
行
）

○
間
越
三
摩
耶
ト
申
名
字
ノ
コ
ゝ
ロ
バ
ナ
こ
／
ト
申
事
ソ
ヤ
／
答
越
三
摩
耶
ノ
コ
ト
・
ヨ
ク
ノ
＼
ア
キ
／
ラ
メ
テ
・
初
心
ノ
人
ヲ
シ
テ
・

ア
ヤ
マ
／
リ
ナ
カ
ラ
シ
ム
へ
シ
・
越
三
摩
耶
ト
／
イ
ハ
・
天
竺
ノ
コ
ト
ハ
ナ
リ
・
唐
土
こ
ハ
コ
レ
ヲ
／
誓
願
ト
ナ
ッ
ク
・
誓
願
ト
イ
ハ
・

彿
ノ
御
／
チ
カ
ヒ
ナ
リ
・
コ
レ
こ
越
ノ
字
ヲ
ク
ワ
へ
テ
・
／
越
誓
願
ト
イ
ヘ
ル
・
越
ノ
字
ヲ
・
コ
フ
ル
／
ト
ヨ
ム
ユ
ヘ
ニ
・
誓
願
ヲ
コ
ユ

ト
イ
フ
コ
ト
ナ
／
リ
・
（
2
8
丁
ウ
1
0
行
～
2
9
丁
オ
2
行
）

本
文
献
は
、
句
点
、
読
点
に
あ
た
る
も
の
を
、
真
申
の
位
置
に
差
し
て
い
る
。



1
0
　
受
法
用
心
集
余
文
　
（
第
四
部
溝
函
第
1
4
号
偽
）
　
　
一
帖

鎌
倉
後
期
写
、
片
仮
名
交
り
文
、
失
点
　
（
句
切
点
、
合
点
、
鎌
倉
後
期
）

○
間
今
此
三
部
口
蘭
経
等
部
類
八
／
十
余
巻
・
皆
偽
経
謀
説
ナ
ル
カ
故
ニ
・
本
／
寺
ノ
真
家
二
年
来
・
閏
へ
ヲ
バ
リ
ヌ
・
シ
／
カ
リ
ト
不

へ
ト
モ
・
此
法
ノ
修
行
悉
地
ノ
／
体
・
真
言
ノ
即
身
成
仏
ノ
旨
二
相
／
応
セ
ハ
・
非
儀
経
教
ハ
本
説
無
ト
為
／
ト
モ
・
其
法
ヲ
ハ
相
伝
ニ

ヨ
リ
テ
修
行
／
セ
ン
ニ
・
ナ
ン
ノ
ト
カ
ゝ
ア
ル
ヘ
キ
・
緑
覚
／
ノ
行
儀
ヲ
マ
ナ
ヒ
シ
獅
猿
・
ツ
イ
ニ
聖
／
果
ヲ
讃
シ
・
念
彿
ノ
ロ
マ
ネ
ヲ

セ
シ
／
覿
鵡
・
舌
ノ
サ
キ
ヨ
リ
蓮
花
ヲ
生
シ
キ
　
（
1
丁
オ
1
行
～
1
1
行
）

本
文
献
も
、
句
点
、
読
点
に
あ
た
る
も
の
を
、
真
申
の
位
置
に
差
し
て
い
る
。

以
上
、
1
1
点
を
整
理
一
覧
す
る
と
次
頁
如
く
に
な
る
。

漢
文
の
訓
点
の
句
読
点
の
影
響
と
そ
こ
か
ら
の
独
立

高
山
寺
経
蔵
の
片
仮
名
交
り
文
の
句
読
点
文
献
を
見
る
と
、
漢
文
の
訓
点
の
差
点
方
法
が
、
そ
の
ま
ま
各
文
献
の
片
仮
名
交
り
文
の
箇
所

に
も
見
ら
れ
る
こ
と
が
、
特
質
と
し
て
浮
び
あ
が
っ
て
く
る
。
（
前
記
2
を
除
く
1
～
8
の
文
献
）
こ
れ
は
、
片
仮
名
交
り
文
の
発
生
と
大
い

に
関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

片
仮
名
交
り
文
の
源
流
に
つ
い
て
は
、
春
日
政
治
博
士
の
高
説
を
は
じ
め
、
築
島
裕
博
士
の
説
か
れ
る
所
が
あ
る
。
築
島
博
士
は
、
片
仮

名
交
り
文
の
起
源
及
び
そ
の
後
の
系
統
に
つ
い
て
、
次
の
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

第
一
は
、
漢
文
の
訓
点
に
発
す
る
も
の

第
二
は
、
宣
命
体
の
系
列
を
ひ
く
も
の

第
三
は
、
漢
字
が
極
め
て
少
な
く
て
、
片
仮
名
が
多
数
を
占
め
、
又
、
片
仮
名
の
字
形
が
漢
字
と
殆
ど
同
じ
大
き
さ
の
も
の

中
世
仮
名
資
料
の
句
読
点
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
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究

01 9 8 7 6 5 4 3 2 1

鎌 鎌正 鎌 鎌 鎌 鎌 仁 鎌延 院 院
書
m倉 倉nuイ芥っ 倉 倉 倉 倉 治 倉応

後
時2

年 中 中 中 中
元
年

時2
年

政 政 写
年

期 代33 期 期 期 期 0‘42 代nHu42 期 期
代

覚

遍

仁
真
ヵ

仁

美

仁

真

定

真

仁

真

経

俊

書
写
者

片 片 片 片 片 片片 片 片 片 片 片
仮 仮 仮 仮 仮 仮仮 仮 仮 仮 仮 仮
名 名 名 名 名 名名 名 名 名 名 名
文 文 交 交 交 交交 交 交 文 交 交

nソ nソ n
ノ

n
ノ （ n

ノ
nソ文 文 文 文文 文 文 諭 文 文

を を を をを を を 願 を の
含 含 含 含含 含 含 文 含 層
む む む むむ む む ） む 噂

拙［＝

］

識［＝

］

地口

句●

栂［∪ ［＝

］

社［∪ 咄□ 槻n
u

樋口

差
占

社l訊点● 読
点● 読

点● l訊
点● 読

点● 訳
点● 訊

点● l那点● 訳
点●

［∪ ［∪ ［∪ □ ［∪□ 「」□ □ 画位
置句● 句° 句● 句● 句●崎 句● 句● 句°点 点 点 点 点 点点 点 点 点

漢 漢 漠 漠 漠 漢 漢 漢 漠 漢

漢
文
の
訓
点

文 文 文 文 文 文 文 文 文 文
無 無 に に に に に に に に
し し 怨

点 点 点 こ点 点 エ点 画点 こ点 の
有
無

＝ ［∪ ［∪ ［
∪

［∪ ［∪
訓
点
の

読
点●

読
点●

読
点●

読
点●

読
点●

読
点● 句
＿［∪ ［∪ ［∪ ［∪ □ ［＝

］

読
点
の
位
置

句● 句● 句● 句●均 句● 句● 句°点 点 点 点点 点 点 点



高
山
寺
経
蔵
の
1
～
8
（
2
を
除
く
）
は
、
右
の
第
二
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、

「
漢
文
の
訓
点
の
体
裁
を
模
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
片
仮
名
を
小
字
に
記
し
て
右
に
寄
せ
た
。
、
漢
文
の
語
序
に
近
い
こ
と
が
特
徴
で
、
返

点
や
ヲ
コ
ト
点
な
ど
を
併
用
し
た
も
の
が
多
い
こ
と
な
ど
も
、
こ
の
類
だ
け
に
見
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
」
（
注
D
、
郡
頁
）

も
の
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
片
仮
名
そ
の
も
の
が
、
漢
文
の
訓
点
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
片
仮
名
交

り
文
中
に
見
ら
れ
る
句
読
点
も
、
当
然
、
漢
文
の
訓
点
の
影
響
下
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

所
が
、
9
と
用
は
、
第
三
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
漢
文
の
訓
点
と
は
別
系
統
に
位
置
す
る
も
の
で
、
そ
こ
に
見

ら
れ
る
句
読
点
は
、
漢
文
の
訓
点
の
一
つ
と
し
て
の
句
読
点
の
影
響
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
漢
文
の
訓
点
か
ら
脱
却
し
た
、
独
立
し

た
も
の
と
し
て
の
句
読
点
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

高
山
寺
経
蔵
の
片
仮
名
交
り
文
の
句
読
点
は
、
漢
文
の
訓
点
の
影
響
下
に
あ
る
文
献
と
、
そ
こ
か
ら
脱
却
し
て
独
立
し
た
形
の
も
の
と
の

二
つ
が
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

各
時
期
に
於
け
る
差
点
位
置
の
変
遷

わ
ず
か
1
1
点
の
文
献
で
は
あ
る
が
、
各
時
期
と
差
点
位
置
と
に
は
傾
向
が
伺
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

院
政
期
＝
句
点
と
読
点
と
を
位
置
に
よ
っ
て
区
別
し
て
い
な
い

鎌
倉
中
期
＝
句
点
は
右
寄
せ
、
読
点
は
真
申
と
、
位
置
の
区
別
が
見
ら
れ
る

鎌
倉
後
期
＝
句
点
と
読
点
と
も
同
一
位
置
で
あ
る
。

前
で
見
た
如
く
、
1
～
8
（
2
を
除
く
）
は
、
各
文
献
の
漢
文
の
訓
点
の
影
響
下
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
院
政
期
の
も
の

は
、
句
点
と
読
点
と
を
位
置
に
よ
っ
て
区
別
せ
ず
、
時
代
が
降
っ
た
鎌
倉
中
期
の
も
の
が
、
位
置
の
違
い
で
区
別
し
て
い
る
実
態
は
、
左
で

説
か
れ
る
よ
う
に
、
漢
文
の
訓
点
に
於
け
る
句
読
点
の
変
遷
の
跡
か
ら
見
て
、
当
然
の
こ
と
と
言
え
よ
う
。

中
世
仮
名
資
料
の
句
読
点
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
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究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

「
漢
文
訓
読
の
世
界
で
は
、
時
代
を
経
る
に
従
っ
て
句
点
と
読
点
と
の
分
化
が
生
じ
た
が
、
そ
れ
は
符
号
の
形
態
そ
の
も
の
を
変
え
る
の
で

は
な
く
、
施
す
位
置
の
違
い
に
よ
っ
て
区
別
し
た
。
位
置
の
違
い
で
機
能
を
分
け
る
と
い
う
発
想
は
、
ヲ
コ
ト
点
と
共
通
の
も
の
で
あ
る
。

句
読
点
が
ヲ
コ
ト
点
の
一
種
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
当
然
と
い
え
よ
う
。
」
　
（
注
6
、
小
林
論
文
2
2
5
貢
）

そ
し
て
、
鎌
倉
後
期
写
の
9
・
1
0
が
、
句
点
と
読
点
と
を
位
置
に
よ
っ
て
区
別
し
て
い
な
い
事
は
、
漢
文
の
訓
点
の
影
響
を
脱
し
た
結
果

の
あ
ら
わ
れ
と
見
れ
ば
納
得
の
い
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
中
世
片
仮
名
資
料
の
句
読
点
は
、
漢
文
の
訓
点
の
影
響
下
に
あ
っ
て
、
未
分
化
か
ら

分
化
へ
、
そ
し
て
漢
文
の
訓
点
か
ら
の
脱
却
、
独
立
へ
と
移
っ
て
行
く
よ
う
で
あ
る
。

句
読
点
の
差
点
者
に
つ
い
て

経
俊
、
定
真
、
仁
美
、
定
遍
の
名
が
見
え
る
。
こ
こ
で
は
、
高
山
寺
経
蔵
中
、
多
量
の
文
献
を
書
写
し
て
い
る
定
真
と
仁
真
と
に
つ
い
て

触
れ
て
み
る
。

高
山
寺
に
於
け
る
明
恵
上
人
は
じ
め
同
行
の
弟
子
達
が
、
積
極
的
に
片
仮
名
交
り
文
を
書
写
し
、
そ
の
多
く
を
今
に
伝
え
て
い
る
こ
と
は
、

（20）

よ
く
説
か
れ
る
所
で
あ
る
。
中
で
も
足
裏
と
仁
真
の
書
写
し
た
も
の
で
、
高
山
寺
経
蔵
に
現
存
し
て
い
る
も
の
は
、
次
の
如
き
数
に
の
ぼ
る
。

仁 定

真 真

86 17

東
大
寺
三
論
宗
点

ヲ
コ
ト
点
使
用

3 91
円
堂
点

34 111
仮

名

の

み

4 91
句
点
等

45 691
片
仮
名

交
り
文

66 481
無
点
体

832
0

0

0

1

6

1
計

（
　
）
内
は
定
真
本
と
推
定
さ
れ
た
も
の
。



鎌
倉
時
代
の
典
籍
全
体
七
千
七
百
六
点
の
中
で
、
定
異
本
は
一
割
弱
の
多
き
を
占
め
る
。
し
か
も
片
仮
名
交
り
文
は
、
そ
の
中
で
も
三
割
強

の
多
く
を
占
め
て
い
る
。
定
真
の
片
仮
名
交
り
文
の
文
献
を
教
学
上
の
系
統
と
い
う
点
を
考
慮
し
て
次
の
如
く
分
類
さ
れ
た
小
林
博
士
に
従

（21）
う
と
、
句
読
点
を
含
む
4
の
文
献
は
、
自
軍
の
備
忘
等
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。

第
一
は
、
勧
修
寺
の
、
興
然
（
又
は
栄
然
）
　
の
書
本
を
書
写
し
た
も
の

第
二
は
、
明
恵
上
人
の
講
義
・
談
話
等
の
聞
書

第
三
は
、
自
軍
の
備
忘
等

定
真
は
片
仮
名
交
り
文
を
右
の
如
く
多
く
記
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
句
読
点
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
見
ら
れ
る
も
の
も
、

同
書
所
載
の
漢
文
の
訓
点
の
意
識
の
も
と
で
差
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

定
真
の
弟
子
仁
真
も
ま
た
、
定
真
に
次
い
で
多
く
の
文
献
を
書
写
し
て
い
る
。
仁
真
書
写
本
の
お
よ
そ
二
割
強
が
片
仮
名
交
り
文
で
あ
り
、

そ
の
5
4
点
中
、
4
点
に
句
読
点
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
複
数
の
文
献
に
句
読
点
が
見
ら
れ
る
の
は
、
仁
真
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
4
点

は
、
い
ず
れ
も
、
漢
文
の
訓
点
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
、
仁
真
が
片
仮
名
交
り
文
に
積
極
的
に
句
読
点
を
差
そ
う
と
す
る
意
識
が
あ
っ
た

か
ど
う
か
は
、
尚
、
疑
問
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

三
、
高
山
寺
山
外
本
の
句
読
点

高
山
寺
旧
蔵
、
山
外
本
の
句
読
点
に
つ
い
て
は
、
三
点
が
現
時
点
で
の
知
る
所
で
あ
る
。

1
1
　
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
　
二
巻
　
大
東
急
記
念
文
庫
現
蔵
（
財
団
法
人
大
東
急
記
念
文
庫
　
3
3
／
1
8
／
2
／
懸
亨
）

鎌
倉
中
期
写
、
高
山
寺
朱
印
、
片
仮
名
交
り
文
、
朱
点
（
仮
名
、
声
点
、
句
切
点
、
鎌
倉
中
期
）

（
奥
書
）
　
（
別
記
巻
末
）

安
貞
二
年
極
月
甘
六
日
　
午
時
／
於
高
山
寺
禅
堂
院
草
庵
記
之
了
／
真
言
行
人
高
弁

中
世
仮
名
資
料
の
句
読
点
に
つ
い
て
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九
二

ヒ

　

ミ

ソ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヒ

ト

チ

〇
光
明
真
言
ノ
土
沙
ト
マ
ウ
ス
ハ
，
二
切
如
来
ノ
大
秘
（
平
）
聖
人
）
法
ナ
リ
・
マ
ツ
光
明
真
言
ハ
・
世
間
二
掛
和
シ
テ
・
在
家
出
家
ノ
人
・
持

ツ
ウ
ヨ
ウ

（
上
濁
）
念
シ
マ
シ
マ
ス
・
コ
レ
一
切
ノ
諸
仏
菩
薩
ノ
通
用
ノ
秘
密
真
言
ナ
リ
・
一
切
ノ
諸
仏
ト
マ
ウ
ス
ハ
・
ミ
ナ
五
仏
ニ
ヲ
サ
マ
リ
マ

ア

　

シ

ユ

ク

　

ホ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

ク

ウ

シ

ヤ

ウ

シ

ユ

ナ

リ

シ
マ
ス
・
五
仏
ト
マ
ウ
ス
ハ
・
大
日
・
阿
（
上
）
関
・
宝
（
平
）
生
（
去
〉
・
阿
弥
陀
・
不
空
成
就
仏
　
・
（
2
～
8
行
）

本
書
は
、
明
恵
上
人
の
撰
述
で
あ
り
、
選
述
時
は
、
巻
上
・
巻
下
が
安
貞
二
年
（
一
二
二
八
）
十
一
月
、
別
記
が
同
十
二
月
で
あ
る
。
本

書
の
筆
者
は
、
明
恵
上
人
本
人
で
あ
る
か
は
断
定
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。
書
写
年
時
は
、
表
記
そ
の
他
か
ら
鎌
倉
中
期
と
思
わ
れ
る
。
句

読
点
は
、
句
点
・
読
点
と
も
、
行
の
真
申
に
差
さ
れ
て
る
。

1
2
　
解
脱
門
義
聴
集
記
　
金
沢
文
庫
現
蔵

未
だ
、
現
本
の
調
査
の
機
会
を
得
て
い
な
い
が
、
納
富
常
天
氏
「
解
説
門
義
聴
集
記
解
題
」
（
金
沢
文
庫
研
究
紀
要
4
　
昭
和
4
2
年
3
月
）

に
よ
れ
ば
、
本
書
は
、
明
恵
述
、
明
恵
の
高
弟
高
信
の
編
と
言
う
。

○
具
二
ハ
・
阿
蘭
若
ト
云
・
此
ニ
ハ
無
誼
雑
ト
云
也
・
今
蘭
若
ト
云
ハ
・
略
梵
語
ヲ
用
ル
也
・
其
例
ハ
云
∴
凡
ソ
梵
語
ハ
・
思
二
不
似
　
事

モ
有
り
・
是
モ
ラ
ン
ト
云
ニ
・
ア
ノ
音
ヲ
入
レ
テ
・
タ
ゝ
蘭
若
ト
モ
・
云
ト
云
ッ
へ
キ
也
・
云
々

右
に
引
用
し
た
、
納
富
常
天
氏
の
校
訂
の
凡
例
に
「
一
部
分
を
除
き
図
版
二
の
ご
と
く
、
朱
に
よ
る
句
読
点
が
文
字
と
文
字
の
真
申
に
施

さ
れ
て
い
る
」
と
あ
る
。
句
点
、
読
点
と
も
に
同
一
位
置
に
差
さ
れ
て
い
る
。

4

1
3
　
釈
迦
如
来
念
詞
次
第
　
一
帖
　
天
理
図
書
館
現
蔵
（
阻
イ
3
9
号
）

l

鎌
倉
中
期
写
、
全
文
片
仮
名
書
き
、
朱
点
（
声
点
、
区
切
点
）
、
表
紙
に
方
便
智
院
朱
印
、
粘
菓
装
析
型
、
白
斐
紙
、
無
界
、
表
紙
共
に

3
4
丁
。



○
シ
ャ
カ
ニ
ヨ
ラ
イ
・
ネ
ン
シ
ユ
ノ
・
シ
タ
イ
／
マ
ツ
・
タ
ウ
チ
ヤ
ウ
ニ
・
ム
カ
ハ
ン
ト
・
ヲ
モ
ハ
ン
ト
キ
・
／
テ
ヲ
・
ア
ラ
イ
・
ク

、
、
、
タ
ヒ

チ
ヲ
・
ス
～
キ
テ
・
ス
ナ
ハ
チ
・
ラ
ム
／
シ
ヲ
・
シ
ユ
ウ
シ
テ
・
シ
ャ
ウ
エ
ヲ
・
カ
チ
シ
テ
・
キ
ヲ
／
パ
テ
・
ツ
カ
ウ
ヲ
・
テ
こ
・
ヌ

テ
・
サ
ム
ミ
ツ
・
シ
ャ
ウ
サ
ン
コ
ウ
・
／
（
1
～
5
行
）

（22）

本
書
は
、
釈
迦
如
来
念
諦
次
第
を
全
文
片
仮
名
書
き
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
高
山
寺
経
蔵
に
は
、
釈
迦
如
来
念
詞
次
第
の
訓
点
本
が
8
本
現

存
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
訓
点
本
と
天
理
図
書
館
蔵
の
全
文
片
仮
名
書
き
本
と
の
、
句
読
点
の
施
点
方
法
は
異
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
他
の
句

読
点
資
料
と
異
な
る
の
は
、
そ
の
差
点
位
置
が
、
橋
本
文
法
で
言
う
所
の
文
節
の
位
置
に
差
点
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ

は
真
申
の
位
置
に
差
さ
れ
て
い
る
。
（
文
節
位
置
施
点
の
仮
名
資
料
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
述
べ
る
）
。
本
書
の
加
点
者
が
、
如
何
な
る
手
段

と
意
識
の
も
と
で
、
文
節
位
置
に
こ
の
点
を
打
っ
た
の
か
、
現
時
点
で
は
十
分
説
明
出
来
な
い
所
で
あ
る
。

以
上
、
高
山
寺
山
外
本
は
、
三
本
と
も
鎌
倉
中
期
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
後
の
書
写
に
係
る
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
三
本
と
も
、

差
点
位
置
は
、
字
間
の
真
申
の
位
置
で
あ
る
。
高
山
寺
経
蔵
本
の
9
・
1
0
と
い
う
新
し
い
時
期
の
書
写
本
と
同
様
の
、
漢
文
の
訓
点
の
句
読

点
と
は
関
連
の
薄
い
も
の
が
山
外
本
の
句
読
点
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
1

2
番
の
如
き
、
文
節
位
置
差
点
の
出
現
な
ど
は
、
完
全
に
訓
点
の
句

読
点
と
は
別
の
系
統
の
も
の
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

四
、
む
す
び

本
調
査
は
、
『
高
山
寺
経
蔵
典
籍
文
書
目
録
』
全
四
巻
に
掲
載
さ
れ
た
片
仮
名
交
り
文
、
あ
る
い
は
片
仮
名
交
り
文
を
含
む
と
記
さ
れ
た
文

献
中
、
句
読
点
が
あ
る
と
さ
れ
た
も
の
を
直
接
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
目
録
に
句
読
点
が
あ
る
と
記
さ
れ
な
が
ら
l

、
そ
の
箇
所
を
捜
し
得
な

か
っ
た
も
の
も
あ
り
、
今
後
、
再
度
の
確
認
の
調
査
の
機
会
を
得
て
、
補
正
に
努
め
た
い
と
念
じ
て
い
る
。

又
、
書
写
年
代
は
確
か
に
鎌
倉
時
代
で
は
あ
る
が
、
句
読
点
の
み
が
、
後
世
の
江
戸
時
代
の
差
点
で
あ
る
次
に
示
す
よ
う
な
文
献
も
あ
り
、

中
世
仮
名
資
料
の
句
読
点
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四

句
読
点
が
、
本
文
と
同
一
時
期
、
同
一
書
写
者
の
加
点
で
あ
る
か
ど
う
か
の
確
認
検
討
も
、
重
要
な
問
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

求
聞
持
　
　
一
巻
　
（
第
－
部
捕
号
）

鎌
倉
時
代
延
応
四
年
（
一
二
四
二
）
写
、
経
舜
筆
、

（
奥
書
）
延
応
第
四
之
暦
暮
春
為
尽
之
天
於
西
山
閑
窓
／
奉
書
写
己
†
求
法
沙
門
経
舜
丹
一
才

（
朱
書
）
天
保
丙
申
七
月
十
四
日
於
千
十
無
尽
院
一
交
了
／
沙
門
慧
友
僧
護
　
六
十
又
二

〇
答
三
度
／
可
飲
之
軟
、
頂
上
ヲ
ア
ラ
ヒ
、
面
ヲ
ス
ゝ
キ
テ
後
、
コ
レ
ヲ
飲
、
云
ミ
／
貧
暁
療
ヲ
キ
ヨ
ム
ル
カ
、
仇
真
言
ヲ
ヨ
ム
コ
ト
三

返
、
云
々
／
　
（
9
8
～
用
行
）

本
書
の
句
読
点
は
、
江
戸
時
代
の
僧
慧
友
の
手
で
差
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
形
態
が
、
「
、
」
形
で
あ
る
こ
と
も
、
1
～
1
2
の
鎌
倉

後
期
ま
で
の
句
読
点
「
・
」
と
異
っ
て
い
る
。

以
上
、
本
稿
で
は
、
豊
富
で
多
彩
な
片
仮
名
交
り
文
を
所
蔵
す
る
高
山
寺
経
蔵
の
資
料
に
よ
っ
て
、
従
来
解
明
が
十
分
行
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
中
世
前
半
の
句
読
点
の
実
態
を
報
告
し
た
。
そ
し
て
、
従
来
不
明
の
ま
ま
で
あ
っ
た
「
句
読
点
は
、
伝
統
的
な
仮
名
文
で
は
普
通
行
わ

ず
」
、
「
和
文
の
方
は
古
く
は
句
読
点
を
打
た
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
」
、
「
漢
文
訓
読
文
か
ら
仮
名
文
へ
、
句
読
点
が
ど
の
よ
う
に
は
い
っ
て

き
た
か
」
、
と
い
う
問
題
に
迫
っ
て
み
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
片
仮
名
交
り
文
の
句
読
点
は
、
次
の
点
が
伺
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

鎌
倉
中
期
頃
を
境
に
、
漢
文
の
訓
点
の
影
響
か
ら
脱
却
、
そ
し
て
独
立
と
い
う
変
遷
を
た
ど
る
。



注
1
）

2
）

3
）

4
）

5
）

『
桂
庵
和
尚
家
法
倭
点
』
　
（
明
応
1
0
年
成
立
、
刊
本
元
和
1
0
年
）

『
点
例
』
（
『
益
軒
全
集
』
巻
之
一
、
見
原
篤
信
の
編
録
、
元
禄
1
6
年
の
序
文
）

『
倭
読
要
領
』
　
（
享
保
1
3
年
刊
）

『
読
書
点
範
」
　
（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
）

権
田
直
助
「
国
文
句
読
考
」
　
（
明
治
2
0
年
、
井
上
頼
囲
補
訂
、
明
治
2
9
年
）

文
部
省
図
書
課
「
句
読
法
案
」
　
（
明
治
3
9
年
）

文
部
省
国
語
調
査
室
「
く
ぎ
り
符
号
の
使
ひ
方
〔
句
読
法
〕
　
（
案
）
」
　
（
昭
和
2
1
年
）

総
理
府
・
文
部
省
「
く
ぎ
り
符
号
の
使
い
方
」
　
（
『
公
文
用
語
の
手
び
き
』
改
訂
版
昭
和
2
4
年
）

文
部
省
国
語
課
「
く
ぎ
り
符
号
の
使
い
方
」
　
（
『
文
部
省
刊
行
物
表
記
の
基
準
』
昭
和
2
5
年
）

（
6
）
　
吉
沢
義
則
「
親
鸞
の
写
語
法
」
　
（
「
龍
谷
大
学
論
叢
」
大
正
1
1
年
1
0
月
）

相
田
二
郎
『
日
本
の
古
文
書
』
　
（
岩
波
書
店
、
上
巻
」
下
巻
、
昭
和
2
4
年
1
2
月
、
2
9
年
1
0
月
）

山
内
育
男
「
表
記
法
の
変
遷
」
　
（
『
続
日
本
文
法
講
座
』
2
、
表
記
編
、
明
治
書
院
刊
、
昭
和
3
3
年
6
月
）

大
坪
併
治
（
反
点
の
発
達
）
　
（
『
訓
点
語
の
研
究
』
、
風
間
書
房
、
昭
和
3
6
年
3
月
）

バ
ン
ク
チ
ユ
エ
ー
シ
ヨ
ン

杉
本
つ
と
む
「
句
読
法
の
史
的
考
察
－
江
戸
時
代
の
文
学
作
品
を
中
心
に
－
」
「
武
蔵
野
女
子
大
学
紀
要
」
2
、
昭
和
4
2
年
3
月
）

同
　
　
　
　
「
蘭
化
を
め
ぐ
る
二
つ
の
新
資
料
－
　
遍
蘭
点
例
考
？
こ
蘭
学
緒
言
』
に
つ
い
て
－
－
⊥
（
「
武
蔵
野
女
子
大
学
紀
要
」
8
、
昭
和
5
0
年
3
月
）

同
　
　
　
　
「
終
止
符
の
論
」
　
（
「
こ
と
ば
の
宇
宙
」
3
－
7
、
昭
和
4
3
年
1
月
）

同
　
　
　
　
『
語
彙
と
句
読
法
』
　
（
日
本
語
講
座
4
、
桜
楓
社
、
昭
和
5
4
年
9
月
）

築
島
　
裕
『
平
安
時
代
語
新
論
』
　
（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
4
4
年
6
月
、
2
8
～
2
9
貢
）

小
林
芳
規
「
法
記
法
の
変
遷
」
（
現
代
作
文
講
座
6
『
文
字
と
表
記
』
、
明
治
書
院
、
昭
和
5
2
年
4
月
）

宮
田
裕
行
「
親
鸞
上
人
の
言
語
意
識
－
分
ち
書
き
・
句
読
点
か
ら
複
合
語
に
及
ぶ
」
（
『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
2
、
和
泉
書
院
、
昭
和
5
6
年
2
月
）

宗
野
義
方
「
句
読
法
の
歴
史
」
（
講
座
日
本
語
学
6
『
現
代
表
記
と
の
史
的
対
照
』
、
明
治
書
院
、
昭
和
5
7
年
5
月
）

中
田
祝
夫
『
日
本
の
漢
字
』
（
日
本
語
の
世
界
4
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
5
7
年
6
月
、
第
二
早
「
漢
字
の
効
用
」
）

中
世
仮
名
資
料
の
句
読
点
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
7
）
　
永
野
　
賢
「
句
と
う
点
の
う
ち
方
」
（
『
言
語
生
活
』
輿
昭
和
3
2
年
3
月
）

斎
賀
秀
夫
「
句
読
法
」
（
『
続
日
本
文
法
講
座
』
2
、
明
治
書
院
、
昭
和
3
3
年
6
月
）

勝
本
清
一
郎
「
近
代
日
本
文
学
の
曙
」
（
『
現
代
日
本
文
学
講
座
小
説
1
』
、
三
省
堂
、
昭
和
3
7
年
）

重
松
泰
雄
「
美
妙
斎
の
句
読
法
－
四
迷
へ
の
影
響
を
中
心
に
－
」
（
「
語
文
研
究
」
堕
昭
和
3
8
年
6
月
）

宇
野
義
方
『
国
語
表
記
の
問
題
』
（
文
部
省
『
国
語
シ
リ
ー
ズ
聖
、
教
育
図
書
、
昭
和
3
8
年
、
『
覆
刻
文
化
庁
国
語
シ
リ
ー
ズ
7
』
、
教
育
出
版
、

昭
和
4
9
年
）

大
石
初
太
郎
『
話
し
こ
と
ば
論
』
（
秀
英
出
版
、
昭
和
4
6
年
）

加
藤
彰
彦
「
符
号
の
働
き
」
（
現
代
作
文
講
座
6
『
文
字
と
表
記
』
、
明
治
書
院
、
昭
和
5
2
年
4
月
）

大
類
雅
敏
『
そ
こ
に
句
読
点
を
打
て
』
　
（
栄
光
出
版
社
、
昭
和
5
1
年
9
月
）

同
　
　
　
『
句
読
点
活
用
辞
典
』
　
（
栄
光
出
版
社
、
昭
和
5
4
年
2
月
）

樺
島
忠
夫
「
現
代
作
家
の
句
読
法
－
表
記
と
文
体
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
⊥
（
『
言
語
生
活
』
、
昭
和
5
5
年
1
0
月
）

同
　
　
　
「
分
か
ち
書
き
・
句
読
点
」
（
『
計
量
国
語
学
』
輿
昭
和
3
7
年
6
月
）

土
居
光
知
『
句
読
点
に
つ
い
て
」
　
（
『
日
本
語
の
姿
』

加
茂
正
一
『
パ
ン
ク
チ
ュ
エ
イ
シ
ャ
ン
』

890111

『
講
座
正
し
い
日
本
語
3
　
表
記
編
』
（
明
治
書
院
、
昭
和
4
6
年
）

特
集
「
現
代
の
句
読
法
」
（
『
言
語
生
活
』
興
昭
和
4
9
年
1
0
月
）

特
集
「
日
本
語
の
正
書
法
」
（
『
月
刊
言
語
』
（
四
巻
9
号
）
、
昭
和
5
0
年
9
月
）

特
集
「
句
読
法
」
　
（
『
こ
と
ば
』
、
昭
和
5
2
年
1
2
月
）

小
林
芳
規
「
表
記
法
の
変
遷
」
（
現
代
作
文
講
座
6
『
文
字
と
表
記
』
、
明
治
書
院
、

宇
野
義
方
「
句
読
法
の
歴
史
」
（
講
座
日
本
語
学
6
『
現
代
表
記
と
の
史
的
対
照
』
、

昭
和
5
2
年
4
月
）
、
2
2
1
貢
。

明
治
書
院
、
昭
和
5
7
年
5
月
）
　
5
3
貢
。

土
屋
信
一
「
句
読
点
」
（
『
国
語
学
研
究
事
典
』
、
明
治
書
院
）

「
中
世
片
仮
名
文
に
見
ら
れ
る
句
切
り
点
に
つ
い
て
」
（
第
7
回
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
、
於
広
島
大
学
、
昭
和
5
7
年
8
月
1
2
日
）



「
親
鸞
聖
人
の
注
釈
法
0
－
句
読
点
に
つ
い
て
ー
」
昭
和
5
7
年
度
新
潟
大
学
教
育
学
部
国
語
国
文
学
会
、
於
新
潟
大
学
、
昭
和
5
7
年
1
2
月
5
日
）

「
中
世
片
仮
名
文
の
句
切
り
点
研
究
0
－
文
節
位
置
施
点
の
文
献
－
　
（
第
一
回
新
潟
大
学
教
育
学
部
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
研
究
発
表
会
、
於
新
潟
大

学
、
昭
和
討
年
5
月
2
8
日
）

（
望
　
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
研
究
発
表
会
、
於
高
山
寺
法
鼓
台
、
昭
和
5
8
年
7
月
1
3
日
）

（
蔓
　
築
島
　
裕
博
士
の
統
計
に
よ
る
。
『
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
』
4
3
頁
。

（
1
4
）
　
築
島
　
裕
「
国
語
学
」
周
、
4
頁
。

（
黛
　
片
仮
名
文
・
片
仮
名
交
り
文
と
、
漢
文
の
中
に
部
分
的
に
片
仮
名
が
含
ま
れ
る
片
仮
名
交
り
文
を
含
む
の
二
種
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
埜
　
時
代
区
分
は
、
以
下
の
如
く
な
さ
れ
て
い
る
。
平
安
時
代
＝
延
暦
（
七
八
二
）
～
元
暦
（
二
八
四
）
。
平
安
後
期
＝
寛
弘
（
一
〇
〇
四
～
応
徳

（
一
〇
八
四
）
、
院
政
期
＝
寛
治
二
〇
八
七
）
～
元
暦
（
二
八
四
）
。
鎌
倉
時
代
＝
文
治
（
二
八
五
）
～
元
弘
（
一
三
三
二
。
南
北
朝
期
＝

正
慶
（
一
三
三
二
）
・
建
武
（
一
三
三
四
）
～
元
中
二
三
八
四
）
・
明
徳
（
一
三
九
〇
）

（
1
7
）
　
小
林
芳
規
「
高
山
寺
蔵
定
真
本
と
そ
の
国
語
資
料
と
し
て
の
価
値
」
（
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
輿
昭
和
5
5
年
1
0
月
）
1
4
3
貢
。

（
1
8
）
　
「
片
仮
名
交
り
文
の
起
源
に
つ
い
て
」
（
「
文
学
研
究
」
第
一
韓
、
昭
和
七
年
三
月
）

（
1
9
）
　
『
平
安
時
代
語
新
論
』
　
（
m
頁
～
2
2
8
貢
）

（
2
0
）
　
小
林
芳
規
「
高
山
寺
経
蔵
の
鎌
倉
時
代
の
典
籍
に
つ
い
て
」
『
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
』
、
8
2
・
9
2
頁
）

（
2
1
）
　
注
1
7
、
用
貢
。

（
竺
　
第
四
部
七
五
函
智
号
＝
鎌
倉
時
代
農
喜
二
年
（
二
二
二
〇
）
写
。
第
四
部
七
五
函
誉
号
、
誉
万
＝
鎌
倉
時
代
中
期
写
。
第
四
部
七
五
函
讐
亨
＝
鎌

倉
時
代
後
期
写
。
第
四
部
二
一
函
響
号
＝
南
北
朝
期
写
。
第
四
部
二
一
函
響
石
目
室
町
時
代
初
期
写
。
第
四
部
七
五
函
誉
号
、
誉
号
＝
江
戸
時

代
末
期
写
。

附
記
　
本
稿
の
資
料
調
査
に
は
、
高
山
寺
御
当
局
の
皆
様
、
又
、
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
の
築
島
裕
博
士
、
小
林
芳
規
博
士
、
奥
田
勲
氏
は
じ
め

調
査
団
員
の
方
々
の
御
教
導
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
更
に
、
高
山
寺
山
外
本
の
調
査
に
際
し
て
は
、
天
理
大
学

附
属
天
理
図
書
館
の
皆
様
、
同
大
学
の
仁
尾
雅
信
氏
、
大
東
急
記
念
文
庫
の
岡
崎
久
司
氏
の
お
世
話
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
捧
げ
る
。

築
島
裕
博
士
に
は
、
「
釈
迦
如
来
念
詞
次
第
」
の
御
調
書
を
お
貸
し
下
さ
り
、
そ
れ
を
も
と
に
新
た
な
調
査
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
重
ね
て
感

中
世
仮
名
資
料
の
句
読
点
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

謝
の
微
意
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

九
八




